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全国学力・学習状況調査（平成２９年度実施）の結果について 

本年度、実施しました「全国学力・学習状況調査」の結果と概況がまとまりましたので、お知らせい

たします。「全国学力・学習状況調査」は、全国の小学校６年生を対象とし、学習の定着度や学習意識、

家庭での学習実態を客観的に把握し、今後の学校の指導計画や指導方法の工夫改善、家庭学習の進め方

などに生かすために実施されています。結果は、実施学年の限られた教科や生活実態であり、必ずしも

児童本来の様子を示しているとは言えませんが、結果から課題を見つけ、児童の学力向上や基本的生活

習慣の改善を図っていくための資料として精査し、効果的な具体的方策を検討し、取り組んでいきたい

と思います。 

                      

Ⅰ ６年生の学力調査（５年生の学習内容） 

 １ 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 結果の概要 

 

  (1) 国語Ａ 平均点は７１点で全国・県平均より４点下まわっています。 

  (2) 国語Ｂ 平均点は５３点で全国・県平均より４点下まわっています。 

  (3) 算数Ａ  平均点は７４点で全国・県平均より４点下まわっています。 

  (4) 算数Ｂ 平均点は４０点で全国・県平均より６-７点下まわっています。 

                     

（小数点以下は 整数処理後の数値） 

 ３ 分析と課題 

Ａ問題は、主に基礎・基本の習熟度を見るテスト、Ｂ問題はそれらを活用する力を見るテストです。

国語Ａ国語Ｂ算数Ａについては、全国・県平均とほぼ同じくらいの理解度だととらえています。算数で

は、以前より少人数授業などきめ細かな指導に力を入れており、朝や昼の学習タイムを今後もきちんと

続けていくことで、しっかり身につけることが出来るのではないかと考えています。引き続き学習内容

の定着に取り組んでいきたいと考えます。 

今回、算数Ｂが全国・県平均と少し差がありました。朝の学習タイム、漢字･計算タイムの内容や、

取り組み方等について検討し、必要があれば見直していきたいと考えています。また、家庭での復習や、

放課後学習等、復習を丁寧にし、積み重ねていくことが大切だと考えています。補充学習が必要な児童

には、学級で丁寧な個別指導をし、家庭学習や自主学習とうまく繋がっていくように取り組んでいきた

いと思いますので、ご協力をお願いします。 



Ⅱ 学校や家庭での子どもの様子や意識について 

  １ 結果 

このグラフは、わかば西小６年生の学校や家庭での、学習や生活の様子等の一部を表したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   ２ 分析と課題 

「自分の考えを発表する」の項目では、45％の児童が、「得意である」と答えているにとどまってい

ます。しかし、「友だちの意見や話をしっかり聞く」は全国平均とほぼ同じでした。今後、友だちの発

表をしっかり聞こうとする態度を育て、誰もが自分の考えをしっかり発表し、確かめてみようとするよ

うな、学校風土づくりに力を入れていきたいと考えます。 

「家で１時間以上勉強をする」と答えた児童は、約 53％です。全国平均に比べ、約１割少なくなって

います。また、「家で授業の復習をする」と答えた児童も全国と比較すると少なく、宿題以外の学習に

ついては、積極的に学習していない実態がうかがえます。 

一方「テレビやビデオ・ＤＶＤを見る時間が３時間以上」と答える児童が６７％と、約７割の児童が

３時間以上視聴していることになります。また、「携帯電話やスマートフォンでメール・インターネッ

ト等をする時間が３時間以上」と答えた児童も２８％と３割近い数字で、全国平均の２倍以上になって

いることがわかります。全国の数値も昨年に比べて増えており、児童がスマホと関わる時間はますます

増えていくことが予想されます。これらの事から、家庭学習の時間が少ないのは、テレビやスマートフ

ォンの視聴時間と密接な関係があることがはっきりしました。一方で「携帯電話やスマートフォンの使

い方について、約束を守っている」が全国より高い結果となっており、家庭でよく話し合って約束を見

直してみるのも、学習意欲や時間の向上に繋がるかも知れません。 

グラフにはありませんが、高い割合の児童が「家で宿題をする」と答えています。「宿題をする習慣

は定着しつつあるものの、それ以上、積極的に進んで学習することはない」ということもはっきりして

きました。宿題をきちんと出来る今の良い習慣を大切にし、宿題を含めた家庭での復習の充実、自主学

習ノートによる『学習意欲の向上』を引き続き図っていきたいと考えます。他に全国平均より高い割合

の回答として、「朝食は必ず食べる」「新しいニュースを読んだり調べたりする」の項目も全国平均を上

回っています。これらのいい面は、さらに伸ばしていこうと思いますので、ご家庭の方でも、お子様の

やる気やがんばりが見られたら、励まし、ほめていただきたいと思います。ご理解・ご協力をよろしく

お願いいたします。 

 

Ⅲ おわりに 

これからも、わかば西小全職員が一丸となり、安全で仲良く  

楽しい学校づくりを基本に、児童のよりよい成長を願い、学 

習指導の充実に取り組みます。そのためには、保護者や地域の 

皆様のご協力が不可欠となります。今後とも、ご支援･ご協力 

いただきますよう、よろしくお願いいたします。     


